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1.はじめに 

超伝導薄膜の線材応用には高い Jc-B特性が必

要である。そのためには超伝導相への APC導入 

が有効であり、これまで BaZrO3、BaSnO3や

BaHfO3などの APC形成が Jc-B特性の向上に有

効であることが報告されてきたが、REBCO酸化

物 APCについては報告例がほとんど無い。そこ

で今回、APC形成を目的としてとして Ho添加

を行い、超伝導薄膜形成や超伝導特性に与える

影響について調べた。 

 

 2.実験方法 

MOD塗布原料として、Gd,Ba,Cu及びHoの金属

オクチル酸溶液を用いた。1,3,5,7.5,10mol%の濃

度でHoを添加したGdBCO溶液を作製し、これを

LaAlO3単結晶基板上に塗布し、仮焼による有機成

分の除去・分解、本焼による結晶成長及び酸素ア

ニールによる超伝導キャリアの導入を行うこと

でHo添加GdBCO膜を作製した。 

 

3.実験結果 

Fig.1に、Hoを 1mol%及び 3mol%添加

GdBCO膜の XRDパターンを示す。Ho3mol%添

加膜は、Ho1mol%添加膜と比べて約 3倍のピー

ク強度を示した。これは、Ho添加量が 3mol%

程度となると GdBCO超伝導相の結晶化に促進

に効果があることを示している。また、Fig.2の

SEM像から、Ho3mol%添加膜は Ho1mol%添加

膜に比べ、充填率が高く、平坦性が高いことが

分かる。結晶性と平坦性の向上は、Jc-B特性の

向上につながることが期待される。 

より詳細な Ho添加濃度依存性や Ho添加

GdBCO膜の Jc-B特性については当日報告す

る。 
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Fig.2 MOD-GdBCO膜の SEM像の 

Ho添加濃度依存性 

Fig.1 MOD-GdBCO膜の XRDパターンの 

Ho添加濃度依存性 
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